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町の文化財紹介
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今
回
は
六
斎
念
仏
講
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
期
に
な
り
ま
す
が
、
寛
文
十
三
年

（
一
六
七
三
）
の
頃
、
甲
斐
国
右
左
口
村
（
現
在
の

甲
府
市
右
左
口
町
）
の
常
覚
院
と
い
う
お
寺
に
伝
え

ら
れ
た
大
念
仏
行
法
を
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に

本
栖
の
篤
信
者
平
左
衛
門
に
伝
え
、
以
来
連
綿
と
引

き
継
が
れ
て
き
た
と
言
う
内
容
の
書
か
れ
た
「
六
斎

念
仏
講
ノ
沿
革
」
と
い
う
帳
簿
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
も
と
も
と
各
月
の
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
、
二

十
三
日
、
二
十
九
日
、
三
十
日
を
仏
教
の
一
部
で
は

「
斎
戒
日
」
と
定
め
諸
事
謹
慎
し
、
心
身
を
清
浄
に

す
る
様
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
六
日
間
を
略
し
て

「
六
斎
」
と
言
い
、
こ
の
日
行
わ
れ
る
念
仏
や
念
仏

踊
り
を
「
六
斎
念
仏
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
心
阿
道
空
（
法
如
大
師
）
か
、
空
也
上
人
が
始
め

た
と
言
う
二
説
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
、
平
安
時

代
中
期
に
始
め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
で

も
お
盆
や
地
蔵
盆
な
ど
で
、
お
も
に
京
都
地
方
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
的
に
は
大
き
く
二
つ
に
分
け

ら
れ
、
念
仏
に
踊
り
や
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
や
祇
園
囃

子
の
様
な
雑
芸
を
取
り
入
れ
て
芸
術
的
、
娯
楽
的
な

性
格
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
と
、
太
鼓
や
鉦
を
打
ち
な

ら
し
、
念
仏
や
和
讃
を
唱
え
る
宗
教
性
の
強
い
も
の

と
が
あ
り
ま
す
。
本
栖
で
は
、
六
斎
念
仏
本
来
の
形

と
言
え
、
ひ
た
す
ら
太
鼓
と
鉦
を
打
ち
、
お
経
や
念

仏
等
を
唱
え
て
祈
願
を
し
ま
す
。
祈
願
の
た
め
の
作

法
や
念
仏
の
読
み
方
が
書
か
れ
た
「
大
念
仏
縁
起
お

よ
び
行
法
」
と
「
六
斎
念
仏
経
全
」
と
言
う
二
つ
の

巻
き
物
が
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
資
料
な
の
で
一
般

に
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
講
中
で
は
写
本
を
用
意

し
て
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
念
仏
に
は
大
念
仏
と
小
念
仏
と
が
あ
り
、
最
小
六

名
以
上
で
行
い
ま
す
。
大
念
仏
で
は
大
太
鼓
一
つ
、

鉦
二
つ
を
用
い
て
地
区
の
安
全
や
豊
作
を
祈
願
し
ま

す
。
小
念
仏
で
は
、
小
太
鼓
二
つ
鉦
二
つ
を
用
い
て

納
棺
念
仏
、
野
辺
送
り
念
仏
、
埋
葬
念
仏
、
七
日
念

仏
と
言
わ
れ
る
お
葬
式
の
時
に
行
う
も
の
、
又
春
と

秋
の
お
彼
岸
の
中
日
に
江
岸
寺
で
先
祖
供
養
の
た
め

に
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
大
念
仏
は
、
毎
年
正
月
の
十
四
日
、
十
五
日
に
地

区
の
安
全
と
豊
作
を
年
の
始
め
の
祈
願
と
し
て
公
民

館
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
七
月
十
五
日
の
祇

園
祭
に
は
、
江
岸
寺
で
地
区
の
安
全
祈
願
を
行
い
ま

す
。

　
大
念
仏
は
写
真
の
よ
う
に
し
め
縄
や
し
め
飾
り
、

幣
束
な
ど
細
か
く
決
め
ら
れ
た
も
の
が
用
意
さ
れ
、

中
央
に
大
太
鼓
、
左
右
に
鉦
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
大

太
鼓
の
横
に
立
て
ら
れ
た
幣
束
は
「
お
腰
か

け
」
と
呼
ば
れ
神
様
の
依
代
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
の
部
分
に
巻
き
物
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
一
つ
は
八
幡
様
の
御
神
体
と

さ
れ
、
も
う
一
巻
は
念
仏
の
唱
え
方
や
歴
代

の
講
員
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
神
座

か
ら
頂
い
た
「
し
め
切
り
酒
」
（
シ
メ
で
囲

っ
た
神
聖
な
道
場
の
シ
メ
を
切
り
落
と
し
て

入
場
す
る
た
め
の
酒
）
を
飲
み
、
所
定
の
位

置
に
つ
き
ま
す
。

　
神
座
と
は
、
シ
メ
縄
を
張
っ
た
道
場
の
す

ぐ
そ
ば
に
天
照
大
神
な
ど
を
祀
る
場
所
を
作

り
、
お
餅
や
水
な
ど
を
供
え
て
道
場
で
念
仏

を
上
げ
て
い
る
間
、
同
じ
様
に
江
岸
寺
の
住
職

が
専
属
で
祈
願
す
る
神
棚
で
す
。
大
太
鼓
と
鉦

を
鳴
ら
し
て
一
同
で
般
若
心
経
を
唱
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
念
仏
等
を
唱
え
て

約
三
十
分
程
度
で
一
回
分
が
終
り
ま
す
。
こ

れ
を
十
四
日
の
午
後
三
回
と
十
五
日
の
午
前
に

二
回
行
い
ま
す
。
念
仏
の
回
数
を
数
え
る
右

大
臣
、
左
大
臣
と
い
う
役
目
も
あ
り
、
一
同
祈
願
し

て
集
中
で
き
る
様
に
し
て
い
ま
す
。
又
、
大
太
鼓
の

打
ち
方
は
大
変
む
ず
か
し
く
、
調
子
が
狂
う
と
念
仏

に
ま
で
影
響
し
て
そ
の
年
は
悪
い
こ
と
が
起
こ
る
前

兆
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
全
員
真
剣
に
祈
願
し
て
い
ま

す
。
十
五
日
の
祈
願
が
終
る
と
「
も
ち
ま
き
」
を
し

て
集
っ
て
く
れ
た
区
民
に
施
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
神
仏
混
淆
の
祈
願
が
残
っ
て
い
る
事
は

大
変
珍
し
く
、
日
本
古
来
の
宗
教
観
が
残
っ
て
い
る

こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
こ
の
貴
重
な
も
の
を
無
形

文
化
財
に
指
定
し
て
保
護
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  

（
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
堂
好
也
）
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

日本生態学会で絶滅危惧種の研究成果を発表しました

富士山の里山の自然保護活動がフランスの雑誌で紹介されました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○今年は3月に入ってから寒い日が続いていて、開花の時期が心配されましたが6日から福寿草が咲き始めました。フィールド
　センターの周りにもようやく春がやってきた感じです。
○溶岩樹型の中の氷筍（ひょうじゅん）も、3月になって伸び始め、寒暖の陽気にあわせて伸びたり縮んだりを繰り返しています。温
　度ロガーの記録も続けていますので、氷筍のできる仕組みもわかってくると期待されます。

　3月8日から12日の日程で北海道札幌のコンベンションセンターで開かれた日本生態学会の第58回大会で、「絶滅危惧ミヤ
マシジミのメタ個体群・地域個体群の構造について」と題して発表してきました。この分野で最も進んだ研究を行っている筑
波大学の先生から質問していただき大変参考になりました。
　日本生態学会は会員数6000人を超える日本でも最大級の学会で、
動植物全般の生態について研究している人たちの集まりです。今回
の大会にも2000名以上が参加し、その9割以上の人が発表するとい
う大きな大会でした。口頭発表も10会場で3日間計250題以上、ポス
ター発表も3日間で1044件という桁違いの大会でした。その他自由
集会やシンポジウムなど、様々なテーマで現在の日本の現状を知る
ことができました。ほんの一部しか参加できませんでしたが、「繁殖
干渉」や「トキやコウノトリの再導入」など最新のニュースに触れる
事ができました。それ以外の成果として、大学4年生の時この日本生
態学会で初めて「ハクセキレイの越冬生態について」発表したときに
質問をしていただいた山岸哲先生（山階鳥類研究所長から現在新潟
大学教授）とセキレイシンポジウムで一緒だった大迫義人先生（兵
庫県立大学准教授）に30年以上ぶりにお会いし、私のことを覚えていてくれて情報交換ができたことでした。
　11日に帰る予定で千歳空港で羽田行きを待っているときに東日本大地震にあい、何とか翌日の静岡便で夕方に帰着する事
ができましたが、未曾有の大災害を空港のテレビで見て、いかにこれまで恵まれた生活ができていたかを感じるとともに、自
然に対する畏怖と感謝の念を持ち続けなければと痛感しました。

　先月号でお知らせしましたが、フランスの科学誌Terre　Sauvageの3月発行号で「LES  AILES  DU  MONT  FUJI（富
士山のシジミチョウ）」と題して、見開き2ページにわたって河口湖フィールドセンター自然共生研究室が行っている絶滅危惧
チョウ「ミヤマシジミ」の生態調査を通した里山環境の保全活動が紹介されました（写真）。フランス語なので詳しい内容が
わかりませんが、英語に似た言葉も多く、富士山の自然（特に里山の自然）の紹介と、欧米では大部分の人が知っている環境

NGOアースウォッチのプロジェクトを通じた活動も紹介されていま
す。印を付けられたアリがミヤマシジミの幼虫を守っているようす
や、ボランテｲアが成虫に数字を書いて印を付けている様子も、本栖
湖からみた逆さ富士の写真とともに紹介されています。
　2003年以降環境NGOアースウォッチの協力をいただきながら進
めてきたミヤマシジミの生態調査を通した里山環境の保全活動が、
昨年のアースウォッチ・サイエンス・リポートに続いて海外で評価さ
れたことを嬉しく思います。と同時に、世界各地の人たちがいかに富
士山とその自然に関心を持っているかがわかります。
　これまで進めてきた活動が間違いではなかったと背中を後押しし
ていただいた気がします。今後も更に富士山全体の自然保護に向け
た活動を展開して行きたいと思います。
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与 勇輝展『月のしずく』
平成２３年度前期　2011年 3月26日～9月28日

2011年 3月26日～9月28日
「あすなひろし没後10年回顧展 ～孤高の天才抒情派マンガ家～」

キュウリを肴にどんちゃん騒ぎの河童たちや
幻想的な妖精たちは、月の明かりを浴びると
本当に動き出すのではないかと思えてしまうほど
繊細で指先にまで作者の心が込められています。
「夜」をテーマに約90体で構成。
9月上旬に一部入れ替えます。

当時の印刷技術と雑誌の紙質では
再現不可能とまで言われた繊細な
描画と卓越したストーリー性で多
くのファンを獲得し、その後に続く
漫画家たちにも強い影響を残した

「あすなひろし」の原画を公開。

「宴」
「真夏の夜の夢」
「アラビアンナイト」
「灯下」「おやすみ」
「もう、ねなさい」

主な展示作品

あすなひろし原画展 in 河口湖
◇あすなひろしプロフィール◇
　1941年　東京生まれ　本籍は宮崎県西臼杵郡三ヶ所
　1961年　少女クラブ冬の号に『まぼろしの騎士』でデビュー
　　　　　以来少年誌、青年誌にも次々と作品を発表し、
　　　　　流麗な描線と時に叙情的、時にコミカルといった
　　　　　多彩な作風で読者を魅了
　1972年　『とうちゃんのかわいいおヨメさん』『走れ！ポロ』で
　　　　　第18回小学館漫画賞を受賞
　2001年　肺がんのため他界（享年60）
　2004年　「NHK　BSマンガ夜話第31弾」で取り上げられる
　2010年　YASUDA ART LINK（東京）にて初の原画展を開催

●開館時間／9:00～17:00（入館は16:30まで）　※計画停電により変更します。
●休館日／毎週木曜日（祝日の場合開館）・年末・展示替日（春と秋、年2回）　※6月～8月は無休
●お問い合わせ／TEL 0555-72-5258／FAX 0555-72-4844　〒401-0302 山梨県南都留郡富士河口湖町小立923　八木崎公園内

公式ホームページ　asunahiroshi.jp

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

併設企画展
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テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

創
造
の
森
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
町
民
割
引
始
め
ま
す

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

久
保
田
一
竹
美
術
館
町
民
特
別
料
金
の
お
知
ら
せ

サ
タ
デ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
出
演
バ
ン
ド
大
募
集

長
く
楽
し
め
る
多
年
草
の
寄
せ
植
え
教
室

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
北
麓
写
真
展
／
移
動
会
場
募
集

募
集

　　
富
士
河
口
湖
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
小
学
生
、
初
心
者

の
方
を
対
象
に
硬
式
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
子
供
に

テ
ニ
ス
を
考
え
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
程
　
４
月
24
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
（
雨
天
振
替
）

■
対
象
及
び
費
用
　
全
教
室
と
も
２
０
０
０
円
／
８
回

　
○
小
学
生
初
心
者
　
午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分

　
○
小
１
、
２
年
生
　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
30
分

　
○
小
３
、
４
年
生
　
午
後
１
時
40
分
〜
２
時
40
分

　
○
小
５
、
６
年
生
　
午
後
２
時
50
分
〜
３
時
50
分

　
○
一
般
初
心
者
（
中
学
生
以
上
）
午
後
４
時
〜
５
時

■
場
　
所
　
栗
山
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
勝
山
）

■
締
　
切
　
４
月
15
日
（
金
）

●
問
合
先
　
テ
ニ
ス
協
会
　
　
TEL
７
２‐

４
９
３
０
　
流
石

☆
家
族
・
子
供
ク
ラ
ブ
・
育
成
会
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
等
に
お
す
す
め

■
施
設
利
用
料
　※

町
民
カ
ー
ド
提

　
　
　
　
　
　
　
　
示
の
場
合

　
食
材
持
込
　
小
学
生
以
上
１
名

　
　
　
　
　
　
７
０
０
↓
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
学
生
未
満
無
料

　
　
　
　
　
　（
鉄
板
１
枚
に
対
し

　
　
　
　
　
　
薪
１
束
付
き
）

　
食
材
込
み
　
４
人
前
以
上
で
次
の

　
　
　
　
　
　
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
１
０
０
円
割
引
し
ま
す

◎
メ
ニ
ュ
ー
（
１
人
前
）　
カ
レ
ー
９
０
０
円
・
焼
き
そ

　
ば
ラ
イ
ス
９
０
０
円
・
ほ
う
と
う
鍋
１
４
０
０
円

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
焼
き
そ
ば
付
き
）
１
６
０
０
円

※

食
材
手
配
の
為
利
用
日
よ
り
３
日
前
ま
で
に
予
約
が

　
必
要
で
す
。

■
営
業
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　（
４
月
〜
11
月
中
旬
　
要
予
約
）

●
予
約
・
問
合
先
　
河
口
湖
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

４
３
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
７
２‐

４
３
４
１

　
今
年
、
久
保
田
一
竹
美
術
館
は
開
館
17
周
年
を
迎
え

ま
す
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
町
民
の
皆
様
に

特
別
料
金
を
設
定
い
た
し
ま
す
。

■
開
始
日
　
４
月
１
日
　

■
料
　
金
　
大
人
、
大
学
・
専
門
学
校
生
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
高
・
中
・
小
学
生
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※

「
町
民
カ
ー
ド
」、「
免
許
証
」
な
ど
町
民
で
あ
る
こ
と

　
が
証
明
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
久
保
田
一
竹
美
術
館  

TEL
７
６‐

８
８
１
１

　
船
津
本
町
商
店
街
で
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
ポ
ッ
プ
ス
・
ロ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ

ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方
も
大
歓
迎
！
音
楽
で
富
士
河
口
湖
町
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
程
　
５
月
〜
10
月
の
毎
週
土
曜
日
午
後

■
場
　
所
　
船
津
本
町
せ
き
の
商
店
駐
車
場

●
申
込
・
問
合
先
　
冨
根
都
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
実
行
委
員
会

　  

　
TEL
０
９
０‐

１
８
１
２‐

５
３
２
１
　
関
野
博
樹

　
３
月
ま
で
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い

ま
し
た
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
中
心
に
、
富

士
登
山
の
魅
力
と
注
意
点
な
ど
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
富
士
山
の
一
面
を
紹
介
す
る
写
真
展
の
移
動
会
場
を

募
集
し
ま
す
。
貸
出
展
示
に
よ
り
、
富
士
山
の
現
状
を

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
環
境
保
全
へ
の
関
心
や
愛
着
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
く
企
画
し
ま
す
。

■
開
始
時
期
　
４
月
１
日
〜
貸
出
開
始

■
貸
出
期
間
　
２
週
間
〜
１
ヶ
月
程
度
（
応
相
談
）

■
展
示
貸
出
物
　
展
示
写
真
パ
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
８×

１
０
３
０
㎜

　
　
　
　
　
　
　
パ
ネ
ル
ボ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
６
５×

９
０
０
㎜

■
展
示
テ
ー
マ
　「
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
５
年
史
」

　
と
「
夏
の
富
士
山
」、「
富
士
北
麓
の
魅
力
と
課
題
」、

　「
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
見
た
富
士
山
」
か
ら
選
択
可

■
応
募
方
法
　
問
合
先
に
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
山
梨
県
観
光
資
源
課
富
士
山
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５-

２
０-

９
２
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
５-

７
２-

４
１
１
４

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
　fujisa

n
@
ep
s4
.co
m
lin
k
.n
e.jp

　
開
花
期
が
長
く
、
翌
年
も
楽
し
め
る
花
の
寄
せ
植
え

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
５
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
大
月
市
民
会
館

■
定
　
員
　
40
名
（
定
員
な
り
次
第
締
切
）

■
費
　
用
　
２
０
０
０
円
（
材
料
代
と
し
て
）

■
申
　
込
　
４
月
14
日
か
ら
受
付

●
申
込
・
問
合
先
　
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 

　
TEL
０
５
５‐

２
７
６‐

２
０
２
０

＝
前
期
技
能
検
定
（
建
築
板
金
・
塗
装
・
左
官
他
）＝

■
受
　
付
　
４
月
11
日
（
月
）
〜
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
平
日
の
み

■
試
験
日
　
各
検
定
科
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会 

TEL
２
２‐

５
２
１
４
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都
留
高
等
技
術
専
門
校

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校【
在
職
者
訓
練
】

県
職
業
能
率
開
発
協
会
・
技
能
士
会
連
合
会

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み
海
外
派
遣

太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制
度
に
つ
い
て

　【
訓
練
生
募
集
】
短
期
課
程

＝
家
屋
営
繕
科
＝

■
訓
練
期
間
　
６
月
〜
11
月
（
６
ヶ
月
間
）

■
申
　
　
込
　
５
月
13
日
ま
で
入
校
選
考
日
別
途
通
知

■
応
募
資
格
　
求
職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
申
込
者
）

■
受
講
費
用
　
無
料
（
災
害
保
険
料
等
は
自
己
負
担
）

【
在
職
者
訓
練
】

＝
造
園
（
松
の
芽
摘
み
と
庭
木
の
手
入
れ
）＝

■
日
　
時
　
６
月
９
日
、
10
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
　
　
■
申
込
　
４
月
11
日
〜

■
対
象
者
　
樹
木
の
管
理
業
務
に
従
事
す
る
方

＝
人
の
扱
い
方
Ｔ
Ｗ
Ｉ
・
Ｊ
Ｒ
＝

■
日
　
時
　
６
月
13
日
〜
20
日
の
う
ち
５
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
８
時

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円
　
　
■
申
込
　
４
月
13
日
〜

■
対
象
者
　
経
験
１
年
以
上
の
リ
ー
ダ
ー
等
監
督
者

＝
ワ
ー
ド
基
礎
＝

■
日
　
時
　
６
月
14
日
〜
23
日
の
う
ち
６
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
　
　
■
申
込
　
４
月
14
日
〜

＝
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
際
＝

■
日
　
時
　
６
月
24
日
〜
７
月
８
日
の
う
ち
８
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
　
　
■
申
込
　
４
月
25
日
〜

■
内
　
容
　　
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
を
受
講
さ
れ
た
方

●
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１

　　
　
　

＝
ブ
ロ
グ
入
門
講
座
＝

■
６
月
30
日
か
ら
４
日
間
、
午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
　
　
受
付
　
４
月
28
日
〜

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
＝

■
７
月
７
日
か
ら
６
日
間
、
午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
　
　
受
付
　
５
月
６
日
〜

※

い
ず
れ
の
申
込
み
も
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
あ
り
ま
す
規

　
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
３

＝
庭
師
の
技
講
座
＝

　
庭
木
の
作
り
方
（
本
す
か
し
、
小
す
か
し
、
葉
す
か
し
、

　　荒
す
か
し
、
の
こ
ぎ
り
す
か
し
）
な
ど
の
技
能
習
得

■
５
月
15
日
（
日
）
か
ら
全
15
回
、
月
１
〜
２
回

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
受
講
料
３
０
０
０
０
円
　
　
受
付
締
切
　
５
月
９
日

■
対
象
　造
園
業
に
従
事
し
て
い
る
方
、
庭
造
り
経
験
者

＝
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
（
初
級
）
講
座
＝

■
５
月
26
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
　
全
34
回

　
午
後
６
時
〜
９
時

　
会
員
２
７
０
０
０
円
　
会
員
外
３
１
５
０
０
円

＝
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
（
中
級
）
講
座
＝

■
５
月
25
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
　
全
34
回

　
午
後
６
時
〜
９
時

　
会
員
２
７
０
０
０
円
　
会
員
外
３
１
５
０
０
円

＝
松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室
＝

■
５
月
24
日
（
雨
天
25
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
　

●
申
込
・
問
合
先
　
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
４
３‐

４
９
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５‐

２
４
３‐

４
９
１
９

■
日
　
程
　
４
月
９
日
〜
５
月
17
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
年
中
無
休
　 

　
■
入
場
無
料

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

●
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
TEL
７
２-

０
２
５
９

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
　

　　　　　　　　　　学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
　

　　　　　　　　　　外
活
動
な
ど

■
派
遣
先
　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
　

　　　　　　　　　　ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
　
程
　
７
月
23
日
〜
８
月
14
日
（
８
〜
18
日
間
）

■
対
　
象
　
小
学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

■
参
加
費
　
23
〜
54
万
円
（
別
途
共
通
経
費
）

■
締
切
り
　
６
月
３
日
、
13
日
（
各
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

●
問
合
先
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
東
京
都
港
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
３‐

６
４
５
９‐

４
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　h

ttp
://w
w
w
.k
sk
k
.o
r.jp

　
家
や
事
業
所
等
に
お
い
て
太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電

気
の
う
ち
、
使
わ
な

か
っ
た
電
気
の
買
い

取
り
を
電
力
会
社
に

義
務
づ
け
る
「
太
陽

光
発
電
の
余
剰
電
力

買
取
制
度
」
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

買
取
に
必
要
な
費
用

は
、「
太
陽
光
発
電
促
進
付
加
金
」
と
い
う
項
目
で
電
気

料
金
の
一
部
と
し
て
、
電
気
を
使
う
全
て
の
方
に
ご
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
標
準
家
庭
（※

注
）
の
負

担
額
は
、
月
３
〜
21
円
程
度
と
な
り
負
担
額
は
、
太
陽

光
発
電
の
普
及
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
更
な
る
太
陽
光
発
電
の
普
及
・
拡
大
を
、
国

民
全
体
で
支
援
い
た
だ
く
た
め
に
本
制
度
ご
理
解
を
お

願
い
た
し
ま
す
。

※

注
　
１
ヶ
月
の
電
気
使
用
量
が
約
３
０
０
kwh
の
場
合

●
問
合
先
　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　
　
　
　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　
　
　
　
TEL
０
５
７
０‐

０
５
７‐

３
３
３

山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

「
第
４
回
山
中
湖
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」
展

▲

▲▲ ▲▲

▲▲

▲
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富士北麓公園　春期スポーツ教室

ピラティス

ペルヴィス・フロー
ダンス

１０：００～１１：３０ 火
５／１７、２４、３１
６／７、１４、２１、２８
７／５

4,000円
/期

４０人
体育館

サブアリーナ

身体の深部の筋肉（インナー
マッスル）を意識し行います。
姿勢改善・健康保持など様
々な悩みの解決を目的としま
す。

山梨初！ダンスが苦手な人も
ＯＫ！　ラテン系の音楽に合わ
せペルヴィス（骨盤調整）を行
うスペシャルプログラムが富士
北麓公園で始まります。

１９：３０～２１：００ 水
５／１８、２５
６／１、８、１５、２２、２９
７／６ 

4,000円
/期

４０人
体育館

サブアリーナ

ベーシックヨガ
（昼コース）

呼吸と瞑想を通じて身体のバ
ランスを整え、心身共にリラッ
クスした健康的な身体つくり
ができます。

１０：００～１１：３０ 木
５／１９、２６
６／２、９、１６、２３、３０
７／７ 

4,000円
/期

４０人
体育館

サブアリーナ

呼吸と瞑想を通じて身体のバ
ランスを整え、心身共にリラッ
クスした健康的な身体つくり
ができます。

ベーシックヨガ
（夜コース） ２０：００～２１：３０ 金

５／６、２０、２７
６／１７、２４
７／１、８、１５ 

4,000円
/期

４０人
体育館

サブアリーナ

★１０回１期の開催★
教室名 時　間 春　　期 参加料 定員 会　場 内　　容曜

日

ミットパーカッション １４：００～１５：３０ 土 ６／１８、２５
７／２、９

2,000円
/期

２０人 ２Ｆ体育室

音楽に合わせ楽しみながら、
健康的な毎日を過ごせる体
の使い方や、非常時の身のこ
なし方をやさしく学ぶフィット
ネスです。家庭でできる簡単
な自己整体も紹介します。

★4回１期の開催★

★１日単位で開催される教室★

教室名 時　間 春　　期 参加料 定員 会　場 内　　容曜
日

エンジョイ
グラウンドゴルフ １０：００～１１：３０ 火 ５／１０、１７、２４、３１ 300円

/回
２０人

陸上競技場
他

誰もが気軽に参加でき、設定
されたコースを回る事ができ
ます。

教室名 時　間 春　　期 参加料 定員 会　場 内　　容曜
日

【申し込み・問い合わせ】        
　１．受 付期 間　　３月１５日（火）～４月３０日（土）　　※定員になり次第、締め切ります。        
　２．受付時間　　９：００～１７：００　        
　３．受 付方法　　電話または窓口。※「一人で複数人の申し込みはできません。」        
　４．対　　象　　一般男女「１８歳以上、ただし高校生は不可」        
　５．必要事項　　氏名、年齢、性別、住所、電話番号他        
　６．問い合わせ　 （財）山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所　　        
　　　　　　　　　　 富士吉田市上吉田立石５０００番　TEL ０５５５－２４－３６５１        

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に

参
画
し
て

朝
比
奈
時
子

ふじサンサン富士河口湖町男女共同参画推進委員会

　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
り
、
早
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
名
前
さ
え
あ
ま
り
知
ら

な
い
新
人
の
私
に
と
っ
て
は
、た
だ
皆
さ
ん
の
前
向
き

な
話
し
合
い
の
場
に
参
加
し
て
、
驚
い

た
り
感
心
し
た
り
と
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
の
連
続
で
し
た
。
自
分
が
何
を
し

た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
何
が
出
来
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　
　で
も
、
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
の
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
・
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
も
抜
群
で
、毎
月
の
定
例
会
に
も

楽
し
く
参
加
し
、会
が
進
み
ま
す
。

　
　
任
期
二
年
の
ち
ょ
う
ど
半
分
過
ぎ

た
今
、ち
ょ
っ
と
わ
か
っ
た
事
は
、
男
性

も
女
性
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
力
を

発
揮
す
る
こ
と
は
、
勿
論
の
こ
と
、
男

だ
か
ら
女
だ
か
ら
、
出
来
な
い
じ
ゃ
な

く
て
、お
互
い
相
手
を
理
解
し
、
認
め

合
う
、
力
を
助
け
合
う
事
が
必
要
な

ん
だ
と
初
歩
的
な
考
え
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
ひ
た
す
ら
、
自
分
の

た
め
の
勉
強
に
な
る
様
な
気
が
し
ま

す
。
で
も
、

こ
の
与
え
ら

れ
た
チ
ャ
ン

ス
に
充
実
し

た
日
々
を
過

ご
せ
る
私
は

幸
せ
で
す
。

Ⓡ


